














ふるさと納税 寄附受入額増を見込む

2023/11/24定例記者会見資料

◎ パートナー企業と連携した魅力的な返礼品の提供

新しいパートナー企業との連携

これまでの最も多かった寄附受入額更新を目指す ３億３０００万円
（これまでの最高寄附受入額 Ｈ２８年度 約３億１０００万円）

◎ 様々なイベント等におけるPR

◎ ふるさと納税ポータルサイトの追加（R4）

※寄附受入額の増加は、ふるさと納税指定制度厳格化の影響も受けている。

ふるさと納税充当事業

例：令和４年度 学童保育室建設事業

（未来を担う子どもたちを応援する事業）

未来を担う子どもたちを応援する事業、地域で支え合う健康・福祉のまちづくりのための事業、身
近な緑の保全と地球温暖化防止のための事業、文化・芸術活動を振興するための事業、活力に満ち
たまちづくりのための事業の５項目に対し、指定をいただいた事業に充当（※指定なしもあり）

補正予算計上項目
歳入：寄附によるまちづくり寄附金 ２億８０００万円 ⇒ ３億３０００万円（５０００万円増）
歳出：ふるさと振興発信事業 １億４８３２万１０００円 ⇒ １億５６５３万５０００円（８２１万４０００円増）

寄附によるまちづくり基金積立金 ２億８０００万円 ⇒ ３億３０００万円（５０００万円増）

【担当・連絡先】 市民生活部 産業振興課 商工労政担当 日坂（にっさか）

電話：０４９‐２７１－１１１１（内線２３２）／メール：10400110@city.tsurugashima.lg.jp

例：令和５年度 ふるさと鶴ヶ島誕生お祝い事業

（未来を担う子どもたちを応援する事業）
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